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1. はじめに 

手話会話において，聴覚障がい者は手の動きだけでな

く顔情報を必要としていることが分かった[1]．また顔情報を

用いることで特定の単語ごとに文法的判別を行えることが

明示されている[2]．本研究では，5 つの手話単語に対する

肯定・否定・Yes/No 疑問形の分類を目指して，手指と腕の

情報を表す手指信号と，顔の表情を表す非手指信号を組

み合わせる手法を提案する． 

2. キーフレーム抽出 

本研究では，OpenPose を用いてカラー動画像より身体

の座標点を抽出する[3]．取得した首と両手首の加速度を

用いて，各動画像から目視で選択した手話単語を表すキ

ーフレームとの相関性を式（1）のピアソンの積率相関係数

を用いて算出し，相関性が高いフレームを抽出する． 
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3. 特徴量 

2 次元座標点を用いて手指信号かつ非手指信号の特

徴量を算出した．手指信号として両手首の加速度の他

に，左右の腕と各指の方向ベクトルを，非手指信号と

して頭部の加速度の他に，頬の面積を特徴量とした．

図 1 に特徴量を示す．算出したスケールが異なる特徴

量をそれぞれ標準化および正規化した． 
 

 
図 1 MS と NMS の特徴量 

 
4. 実験 

4.1 実験環境 

本研究では，手話動画を見て手話を学んだ健聴者を

準ネイティブサイナとして定義し，被験者 10 名による

データセットを構築した．5 つの単語の各文法におい

て 10 回ずつ撮影を行った． 
4.2 識別手法 

撮影した被験者 10 名分のデータセット全体に対し

て k 分割交差検証による評価実験を行った． 
手指信号と非手指信号の組み合わせた手法として，

特徴ベクトルを結合して PCA を行う手法を提案する．

各動画像で標準化または正規化処理を行った特徴ベク

トルを 
𝑥$ = [𝑥)), 𝑥)*, … , 𝑥)%, , …… , 𝑥'%],   (2) 

と表す．ここで，𝑛はフレーム番号を，𝑚は特徴ベクト

ルの総数を表す．また，1 つの動画データを 
𝑿- = [𝑥), 𝑥*, 𝑥., … , 𝑥$],																						(3) 

と表す．ここで，𝑖は動画番号，𝑓は動画の総数を表

す．各単語の文法ごとの動画像データに対して，主成

分分析を行い，CLAFIC 法による評価実験を実施した．

	𝜇は平均ベクトル，𝜑/は正規直交基底ベクトルとする． 
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5. 結果 

 文法的判別の実験結果を図 2 に示す．単語ごとの

文法の平均認識率は 69.6％に達した．また文法ごとの

認識精度を比較すると，どの特徴量においても否定形

が高かった． 
 

 
図 2．5 単語の文法的判別結果 

 

6. 今後の課題 

被験者のデータセットを拡充し，新たな特徴量およ

び組み合わせ手法の改良の提案を行う．  
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